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昭
和
25
年
生
ま
れ
。
昭
和
50
年
、
東
京
学
芸
大
学
大
学
院
修
了
の
後
、
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
学
大
学
院
を
経
て
、
昭
和
54
年
、
同
じ

く
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ブ
リ
ガ
ム
ヤ
ン
グ
大
学
大
学
院
博
士
課
程
を
修
了
と
同
時

に
、
血
液
脂
質

.
身
体
組
成

・
呼
吸
循
環
機
能

の
運
動
生
理
学
的
研
究
に
よ
り
、

教
育
学
博
士
号
を
取
得
。
そ
の
後
、
血
液
脂
質

・
動
脈
硬
化
指
数

・
体
力
等
に

関
す
る
公
衆
衛
生
学
的
研
究
で
、
愛
知
医
科
大
学
よ
り
医
学
博
士
号
を
取
得
。

現
在

福
井
大
学

教
育
地
域
科
学
部

教
授

(教
育
地
域
科
学
部

生
涯
学
習
講
座

人
間
健
康
科
学
系

教
授
)

「健
康
生
理
学
」
「公
衆
衛
生
学
」
「人
聞
健
康
科
学
研
究
」
「生
涯
学
習
文
献
演

習
」
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
健
康
」
「
学
校
保
健
学
」
「健
康
科
学
特
論
」
な
ど

の
講
義
を
担
当
。

専
攻
分
野

健
康
科
学

・
健
康
生
理
学

・
公
衆
衛
生
学

学
術
論
文
や
専
門
誌
の
依
頼
原
稿
な
ど
約
二
〇
〇
編
を
出
版
し
、
新
聞
や
各

種
印
刷
物

へ
の
依
頼
原
稿
を
含
め
る
と
三
〇
〇
編
ほ
ど
に
な
る
。
そ
の
他
、
数

多
く
の
著
書
、
翻
訳
な
ど
が
あ
り
、
国
際
教
育
医
学
会
議
を
始
め
、
日
本
教
育

医
学
会
第
28
回
大
会
な
ど
、
国
際
会
議
や
学
会
の
通
訳
な
ど
も
務
め
る
。
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講灘

睡
眠

・
食
事

・
活
動
の
リ
ズ
ム

◎

子
ど
も
の
身
体
リ
ズ
ム
が
乱
れ
て
い
る

仕
事
が
忙
し
く
、
残
業
を
し
て
帰
宅
し

た
為
に
、

つ
い
夜
更
か
し
を

し
て
し
ま
う
と
い
う
大
人
の
場
合
と
違

っ
て
、
毎
日
の
生
活
習
慣
が
乱

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
の
夜
型
生
活
が
最
近
多
く
な

っ
て
い
ま

す
。
夜
遅
く
ま
で
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
し
て

い
た
り
、
或

い
は
学
習
塾
や

習

い
事

.
部
活
動

で
帰
宅
時
間
が
遅
く
な

っ
た
り
し
て
、
就
寝
時
刻
が
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遅
い
と

い
う
子
ど
も
が
か
な
り

い
る
よ
う
で
す
。

生
活
習
慣
の
乱
れ
が
原
因
で
、
子
ど
も

の
生
活
習
慣
病
を
招

い
て
い

る
実
態
を
、
本
誌

「生
活
習
慣
病
の
実
態
と
そ
の
原
因
」

(
二
〇
〇
二

年
七
月
号
)
で
説
明
し
ま
し
た
が
、
今
月
号
で
は
身
体
の
リ
ズ
ム
の
乱

れ
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

●

1

身
体
の
リ
ズ
ム

出
な

い
時
間
帯
が
あ
り
ま
す
。

記
憶
力
は
午
前
中
が
最
適
で
、
応
用

力

・
思
考
力
は
昼
過
ぎ
か
ら
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
は
夕
方
が

一
番
調
子
が
で
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
体

内
時
間
に
合
わ
せ
て
行
動
す
る
こ
と
が

で
き
な

い
現
実
は
あ
り
ま
す

(学
校
で
は
、
午
前
中
で
も
応
用
力
や
思
考
力

の
必
要
な
勉
強
を
す
る
)

が
普
身
体
の
リ
ズ
ム
を
知

っ
て
行
動
す
る

こ
と
は
、
健
康
上
と
て
も
意

義
が
あ
り
ま
す
。

我
々
は

日
内
リ
ズ
ム

(心
臓
や
肺

の
活
動

・
体
温
や
血
圧

・
ホ
ル
モ

ン
分
泌

・
目
覚
め
や
睡
眠
な
ど
の
よ
う

に
、
二
四
時
間
の
リ
ズ

ム
で
繰

り
返
す
)

の
も
と
に
身
体
が
機
能
し
、
そ
れ
を
サ
ー
カ
デ
ィ
ア
ン
リ
ズ

ム
と
よ
ん
で
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
昼
間
、
身
体
の
活
動
的
な
時
間

帯

で
す
の
で
交
感
神
経
緊
張
状
態
に
な
り
、
血
管
は
収
縮
し
血
圧
は
上

昇
、
心
拍

数
は
増
え
、
体
温
が
高
ま
り
、
新
陳
代
謝
は
充
進
し
ま
す
。

と
こ
ろ
が

一
方
、
夜
間
睡
眠
中
に
は
、
副
交
感
神
経
緊
張
状
態
に
な
り
、

昼
間
と
反
対

の
身
体
反
応
が
起
こ
り
、
身
体
を
ゆ
っ
く
り
休
め
る
こ
と

に
な
り
ま

す
。
短

い
と
こ
ろ
で
は
、
九
〇
分
の
リ
ズ
ム

(精
神
的
な
集

中
力
や
睡

眠
の
パ
タ
ー
ン
)
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
我

々
の
身
体
に
は
、
生
ま
れ
た
時
か
ら
体
内
時
計
が
セ
ッ
ト
さ

れ
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
目
覚
め
と
睡
眠
、
血
圧

・
体
温
な
ど

を
は
じ
め
、
学
習
や
仕
事
の
能
率
、
そ
の
日
の
気
分
な
ど
も
体
内
時
計

に
よ

っ
て
調
節
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う

い
え
ば
、
能
率

良
く
快
適

に
仕
事
が
捗
る
時
間
帯
と
、
ど
う
も
疲
れ
て
仕
事
に
意
欲
が

2

睡
眠
の
リ
ズ
ム

脳
幹
か
ら
睡
眠
を
招
く
よ
う
な
物
質

(睡
眠
物
質
)
を
分
泌
し
て
、

我

々
は
眠
り
ま
す
が
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
多
く
、
活
発
に
情
報
処

理
を
行

っ
て
い
る
大
脳
皮
質
を
定
期
的
に
休
ま
せ
る
為
に
も
、
睡
眠
は

必
要
で
す
。
そ
し
て
そ
の
睡
眠
中
は
ほ
ぼ
九
〇
分
の
問
に
、
ノ
ン
レ
ム

「

睡
眠

(入
眠

[う
と
う
と
し
て
い
る
]

・
浅

い
眠
り

・
少
し
深
い
眠
り

.

深

い
眠
り
に
分
か
れ
る
)
と
レ
ム
睡
眠
を
順
序
正
し
く
行

っ
て
い
て
、

一
晩
に
こ
の
周
期
を
四
、
五
回
繰
り
返
し
て
眠

っ
て
い
る
と

い
わ
れ
て

い
ま
す
。

.

睡
眠
中
に
眼
球

が
急
速

に
動
く
時
間

帯
が
あ
り
、
幻
趙

δ

国
く
Φ

竃
o<
Φ白
Φ三

(急
速
眼
球
運
動
)
状
態
だ
と

い
う
こ
と
か
ら
、
そ

の
頭

文
字
を
と

っ
て
、
R
E
M
睡
眠

(レ
ム
睡

眠
)
と

い
い
ま
す
。
レ
ム
睡

眠
中
に
は
筋
肉
は
弛
緩
し
て
、
身
体
が
動

き
ま
せ
ん
。

一
方
、
睡
眠
中

眼
球

の
動
か
な

い
時
間
帯
が
あ
り
、
急
速

眼
球
運
動
が
な

い
こ
と
か
ら
、



ノ
ン
レ
ム
睡
眠
と
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。
ノ
ン
レ
ム
睡
眠
中
に
は
大
脳
機

能
が
低
下
し
熟
睡
し
て
い
ま
す
。

従

っ
て
、
レ
ム
睡
眠
に
よ

っ
て
が
肉
体
的
な
疲
労
が
回
復
し
、
ノ
ン

レ
ム
睡
眠
に
よ

っ
て
精
神
的
な
疲
労
が
回
復

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
睡
眠
中
は
こ
の
よ

う
な
レ
ム
睡
眠

(身
体
の
眠
り
)
と
ノ
ン
レ

ム
睡
眠

(脳
の
眠
り
)
を
繰
り
返
し
ま
す

の

で
、
レ
ム
睡
眠
が
不
足
す
る
と
肉
体
的
な
疲

労
が
回
復

し
な

い
こ
と
か
ら
、
身
体
が
疲
れ

や
す
い

・
だ
る

い
な
ど
の
症
状
に
み
ま
わ
れ

る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
ノ
ン
レ
ム

睡
眠
が
不

足
す
る
と
精
神
的
な
疲
労
が
回
復

し
な
い
こ
と
か
ら
、
思
考
力
な
ど
が
鈍
く
な

る
と

い
う

こ
と
で
す
。

さ
ら
に
、
睡
眠
中
に
成
長
ホ
ル
モ
ン
の
分

泌
量
が
多
く
な
る
こ
と
は
よ
く
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
成
長
ホ
ル
モ
ン
が
た
く
さ
ん
分

泌
さ
れ
る

の
が
午
後

一
一
時
頃
で
あ
る
と

い

わ
れ
て
い
ま
す
。
午
前
二
時
に
就
寝
し
た
子

ど
も
は
、
午
後

一
〇
時
に
就
寝
し
た
子
ど
も

に
比
べ
て
、
三
分
の

一
ほ
ど
し
か
成
長
ホ
ル

モ
ン
が
分

泌
さ
れ
な

い
と

い
う

こ
と

で
す
。

成
長

の
著
し

い
時
期
に
は
、
特
に
早
寝
早
起

き
の
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
た

い
も

の
で
す
。

と

こ
ろ
が
図
1
の
よ
う
に
、
小

・
中

・
高
校
と
学
年

が
進
む

に
従

っ
て
、
睡
眠
不
足
を
感
じ
る
子
ど
も
は

増
え

て
い
ま
す
。
睡
眠
不
足

を
感
じ
て
い
る

の
は
、
中
学
生

で
男
子
が
五

0

図1.睡 眠不足を感じている場合
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八

・
○
%

・
女

子
が
七
二

・
六
%
、
高
校
生

で
男

子
が
六
三

・
八
%

・
女
子
が
六
七

・

一
%
と
な
り
、
中
学
生

・
高
校
生
は
半
分
以

上
、
女
子
中
学

生
は
七
割
以
上
が
睡
眠
不
足

を
感
じ
て

い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

(図

1
参
照
)

3

食
事
の
リ
ズ
ム

と
活
動
の
リ
ズ
ム

一
日
に
三
食

と

い
う
リ
ズ

ム
は
、
健
康
上

大
き
な
意
味
が

あ
り
ま
す
。
食
事

の
リ
ズ

ム

を
整
え

る
為
に
は
、
特
に
朝
食

の
意
義
は
大

き

い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
、
脳
は
ほ

か
の
臓
器
と
異

な
り
糖
質
だ
け
を

エ
ネ
ル
ギ

ー
源
と
し
て
利

用
し
ま
す
の
で
、
や
は
り
定

期
的
な
糖
質

の
補
給
が
必
要
で
す
。

脳

の
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
は
筋
肉
と
ほ
ぼ

同
じ
で
、

一
回

の
食
事
で
糖
分
を
補
給
し
て
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も
、
五
、
六
時
間
し
か
持
続

で
き
な

い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

糖
質

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
に
ビ
タ
ミ
ン
B
ユ
が
必
要
で
す
の
で
、
ビ
タ

ミ
ン
B
-
も

不
足
し
な

い
よ
う
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
規
則
正
し
い
食
習
慣
は
、
身
体
を
円
滑
に
機
能
さ
せ
る
作
用
が

あ
り
ま
す
。

子
ど
も
が

一
生
懸
命
学
校

で
勉
強
し
て
い
て
も
、
食
事

の
リ
ズ
ム
が

乱
れ
、
脳

へ
の
栄
養
補
給
が
十
分
行
わ
れ

て
い
な

い
と

い
う

の
で
は
、

勉
強
の

一
生
懸
命
さ
が
あ
ま
り
報
わ
れ
ま
せ
ん
。

一
日
三
食
を
規
則
正

し
く
摂
る
と

い
う
リ
ズ
ム
を
大
事

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

食
事

の
リ
ズ
ム
以
外
に
、
活
動

の
リ
ズ

ム
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

例
え
ば
、

人
間
が
物
事
に
集
中
で
き
る
の
は
、
長
く
て
九
〇
分
ほ
ど
だ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
無
理
に
勉
強
を
九
〇
分
以
上
続
け
て
も
、
疲
れ

を
感
じ
眠
気
を
も
よ
お
し
て
し
ま
う
と

い
う
こ
と
で
す
。
従

っ
て
、
九

〇
分
ほ
ど
経

っ
た
後
に
は
気
分
転
換
や
休
憩
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
前

述
の
よ
う

に
脳

へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
給
に
は
、
糖
分

(脳
の
エ
ネ
ル
ギ

:
源
)

の
摂
取
も
有
効

で
す
。
た
だ
、
集
中
で
き
る
九
〇
分
と

い
う
時

間
の
長
さ
は
、
そ

の
時
の
心
身

の
状
態
で
異
な
り
ま
す
。
風
邪
な
ど
で

体
調
を
崩
し
て
い
る
時
や
睡
眠
不
足
の
状
態
で
は
、
九
〇
分
も
集
中
で

き
な

い
で
し
ょ
う
。
勉
強
で
も
、
嫌
だ
嫌
だ
と
思

い
な
が
ら
や

っ
て
い

る
時
と
、
意
欲
的
に
頑
張

っ
て
い
る
時
と
で
は
、
や
は
り
集
中
で
き
る

時
間
も
異
な
り
ま
す
。

身
体
の
リ
ズ
ム
を
大
事
に
し
て
、
子
ど
も
は
元
気
で
活
動
的
で
あ

っ

て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

噛

噂


